






















































































































































当院では2017年10月より多言語対応ユニット（Multilingual Emergency Response 
Unit）が発足し活動を開始した。災害時の外国人患者支援として、MERUとして初
めて参加した、基幹災害拠点病院大規模災害シミュレーションにおける活動の評価
と今後の検討課題について報告する。〔結果〕外国人患者が来院したと連絡を受けた
時点では、外国人患者数の把握ができず、当初2人1組で活動していたが、その後増
加した患者数に対しMERUメンバーが不足した。MERUの主な活動内容は、医療的
な問診の他に、国籍や日本語/英語能力の程度、同伴者の有無などの確認も行った。
その他診察や検査の通訳も行ったが、診察を待つ間にも、患者を落ち着かせようと
状況を説明するなどして関わるMERUメンバーの姿が印象的であった。結果として
､ 外国人患者役の留学生から､「英語が話せる人がいて良かった」等の良い反応が得
られた。シミュレーションを通して院内にMERUの存在や活動が周知でき、以降、
MERU対応の依頼が増加した。〔考察〕情報共有に関しては、MERUとして得た情報
を各エリアのリーダーに伝えることができなかった。MERUとして､ 組織横断的継
続的に対応するためには、すべての外国人患者の情報を一括して把握し管理するシ
ステムが重要だと考える。そして､ その情報を統括本部や災害対策本部と共有する
方法について､ 今後検討が必要と考えた。
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